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日本の絹産業から見た富岡製糸場の歴史意義
上　西　英　治
Historical Signiﬁ cance of Tomioka Silk Mill for Japan’s Silk Industry 
Eiji JONISHI
要　旨
　富岡製糸場は、1872年に設立され143年を過ぎた現在でもその姿を残している。日本と西洋
の技術交流により、生糸の生産過程にもたらされた技術革新の事例として高く評価され、2014
年６月に世界文化遺産として登録された。富岡製糸場は日本の近代化を支えた絹産業を象徴する
建物であり、建築技術や設計は外国人に頼ったが資金調達や建設はすべて日本人の手で行われた。
　本論文では、近世から近代の日本及び群馬県の絹産業の振興に焦点を当てて、富岡製糸場の歴
史的意義について多面的に俯瞰し考察した。
　富岡製糸場は、貴重な外貨を稼ぐ生糸の品質向上と大量生産を目指して官営模範工場として建
設された。建設された当時のままで現存しているその姿は、日本の近代化に大きな役割を果して
きた絹産業と重なる。富岡製糸場は、建設当時の姿を保つ建造物として、日本の近代化や産業革
命、技術革新、模範工場、技術交流のシンボルとして、歴史的意義がある。
　キーワード：富岡製糸場、歴史的意義、日本の近代化、シンボル、絹産業
Summary
　　Tomioka Silk Mill was established in 1872 and stays in existence for more than 143 years. 
Tomioka Silk Mill was highly evaluated as a good example of technical innovation in the process 
of raw silk production through technology exchanges between the West and Japan and was 
registered as a World Heritage Site in June, 2014. Tomioka Silk Mill is a building structure 
symbolizing the silk industry which supported the modernization of Japan. Although building 
technology and designing needed help from foreigners, fund procurement and construction were 
managed by the Japanese. 
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　This paper focused on promotions of silk industry in Japan and Gunma Prefecture since the 
early-modern times until the modern times and discussed the historical signiﬁ cance of Tomioka 
Silk Mill from a multifaceted perspective view. 
　Tomioka Silk Mill was constructed as a government-run model factory aiming for quality 
improvement and volume production of raw silk which earned precious foreign currency. The 
building still staying in existence since the construction mirrors Japan’s silk industry which 
played a large role in the modernization of Japan. Tomioka Silk Mill has historical signiﬁ cance as 
building structure retaining its original form and symbols for Japan’s modernization, industrial 
revolution, technical innovation, model factory and technical exchanges. 
　Keywords： Tomioka Silk Mill, historical significance, Japan’s modernization, symbol, silk 
industry
Ⅰ　はじめに
　富岡製糸場は、1872年に設立され143年を過ぎた現在でもその姿を残している。日本と西洋
の技術交流により、生糸の生産過程にもたらされた技術革新の事例として高く評価され、「富岡
製糸場と絹産業遺産群」は、2014年６月に世界文化遺産として登録された。
　富岡製糸場は日本の近代化を支えた絹産業を象徴する建物であり、建築技術や設計は外国人に
頼ったが資金調達や建設はすべて日本人の手で行われた。
　本論文では、近世から近代の日本及び群馬県の絹産業の振興に焦点を当てて、富岡製糸場の歴
史的意義について多面的に俯瞰し、考察する。
Ⅱ　富岡製糸場とは
　（１）富岡製糸場とは
　富岡製糸場は、1872年にフランスの器械製糸技術を導入した日本初の本格的製糸工場であり、
今でも工場と建物が完全な形で残っている。製糸場は、和洋技術を混交した工場建築の初期の代
表であり、日本の製糸技術開発の最先端として国内製糸業を世界一の水準に成長させ、蚕の優良
品種の開発とその普及を主導した。
　政府は、1870年にフランス人のポール・ブリュナを雇い入れ、富岡製糸場建設の指揮を執ら
せた。実際の建設作業は日本人が行い、木骨レンガ造やトラス構造、ガラス窓など西洋の建築技
術を用いて作られているが、瓦や漆喰などの日本の在来建築技術･資材が用いられ、レンガは日
本人の瓦職人が製作するなど、西洋と日本の技術を見事に融合した建造物が出来上がった。
　長さ100ｍを超える製糸所、繭倉庫などの生産施設と、指導者の住居や工女寄宿舎、病院など
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が配置された。また、労働時間などの就業規則や７曜制といった近代西洋の労働環境の導入が図
られた１。1871年５月に着工し、1872年７月に完成した。総建設費は24万4,940円であった２。
　富岡製紙場は1987年に操業を停止するまでの115年間、一貫して製糸工場として利用された。
この間、富岡製糸場は常に日本の製糸業の技術開発の先頭に立ち続け、新技術普及のモデル工場
として製糸業の発展を牽引した。日本初の本格的な器械製糸の工場であり、1872年の開業当時
の繰糸所、繭倉庫などが現存している３。
　日本の近代化だけでなく、絹産業の技術革新・交流などにも大きく貢献した工場であり、敷地
を含む全体が国の史跡に、初期の建造物群が国宝および重要文化財に指定されている。また、「富
岡製糸場と絹産業遺産群」の構成資産として、2014年６月21日の第38回世界遺産委員会で正式
に登録された。
図１　富岡製糸場、東置繭場正面（画像提供、富岡市・富岡製糸場）
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　（２）設立目的
　江戸時代後期から生糸とお茶は日本の主要な輸出品であり、1859年６月の貿易開始以来、生
糸の輸出が急増した。しかし、急激な輸出の増加により、粗悪な生糸の乱造が横行するようにな
り、国際的な評価が落ちつつあった。近代化を急ぐ日本にとって、生糸輸出は外貨を稼ぐ重要な
手段であった。そのため、官営の富岡製糸場が設立されることになった。
　官営の富岡製糸場が設立された目的は、①欧米風の良質の生糸と大量生産が可能な模範器械製
糸場を建設する、②指導者として外国人を雇い製糸器械及び技術の国内普及を図る、③全国から
工女を募集して器械製糸技術を習得させた後に地元の指導者とすること、である。さらに、当時
の民間資本力の未成熟さゆえに、国家の立場で外国資本の導入を防ぐ意味もあった４。
　この中で資金面からみると「国家の立場で外国資本の導入を防ぐ」の意味は重大である。
　（３）外資に頼らす自力で製糸場を建設
　富岡製糸場の建設に明治政府は、建築技術や設計は外国人に頼ったが資金調達や建設はすべて
日本人の手で行った。江戸時代末には経済の発展により商人や豪農などに多くの民間資金が蓄積
され、その資金が明治以降の近代化に使われたのである。
　石井（1999）は、明治以降1897年の金本位制採用までの日本は、外資に依存せずに自力で産
業革命を推し進めたと指摘した。その理由として江戸時代末までに経済発展段階がマニフィク
チャを先頭に生み出すまでの高さに到達していたことを挙げ、紡績部門では商人や地主資金の産
業資本への転化がみられると述べている５。さらに、江戸時代に両替商などの手元に蓄積された
民間資金を、明治になって株式会社や銀行制度を介して近代産業へ投入できたとも述べている６。
　（４）群馬県に富岡製糸場が設立された理由
　富岡製糸場は､ 群馬県富岡市の市街地にあり鏑川に面した崖上に立地する。
　富岡製糸場が群馬県富岡に設立されたのは、①古くから養蚕が盛んであり優良な繭が供給可能
であったこと、②製糸に必要な良質な水の確保が可能であったこと、③大工場をつくるための広
表１　富岡製糸場の歴史
1872年 官営模範工場の一つとして、富岡製糸場が操業を開始
1893年 明治政府が三井家に12万1,460円で払い下げ
1902年 三井家が原合名会社に23万5,000円で譲渡
1938年 原合名会社が製糸部門を縮小、原富岡製糸所として分離。筆頭株主の片倉工業が経営
1939年 富岡製糸所が片倉工業と合併、片倉工業富岡工場へ
1987年
片倉工業が富岡工場（現富岡製糸場）を休止、製糸工場としての115年の歴史が終了、その
後18年間片倉工業が建物等を維持・管理
2005年 富岡工場（現富岡製糸場）の建物等を富岡市に寄付、富岡市が維持管理、国史跡に指定される
2014年「富岡製糸場と絹産業遺産群」として世界遺産へ登録
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い土地が入手可能であったこと、④蒸気エンジンの燃料に必要な石炭が調達可能であったこと、
⑤地元住民の協力を得ることが可能であったこと、が挙げられる７。
　群馬県で養蚕が盛んな理由については、「Ⅲ 日本の絹産業」で詳述する。
（５）富岡製糸場の労働環境
　富岡製糸場の操業に関し工女の募集は困難を極めた。ようやく1873年４月には全国から集まっ
た556名の工女が就業し、寄宿舎での生活が始まった８。製糸場の経営では、日本で初の本格的
な工場制度の導入を目指し、各種の就業制度や給料制度、産業医療制度が導入された９。富岡製
糸場で実施された「週６日労働」と「実働８時間」という労働環境は日本では先進的であり、導
入したブリュナの母国であるフランスでも例のないものであった10。1875年の『製糸場見聞雑誌』
によると、１月上旬から２月上旬の就業時間は７時間45分で、内訳は午前７時から午後５時ま
でのうち、朝昼の食事時間を各１時間とし、午後３時より15分を小休としている。休日は年間
合計76日であった11。富岡製糸場で技術を身に付けた工女の出身地は北海道から熊本県まであり、
それぞれの地域で新しく造られた製糸工場で製糸技術を伝えた12。
　全国から集まった子女に対して製糸技術を習得させ伝播することが富岡製糸場の目的であった
ため、当時の労働条件としては破格な好条件であった。
Ⅲ　日本の絹産業
　（１）近世までの日本の絹産業
　養蚕や製糸が日本に伝えられたのは紀元前後頃といわれ、３世紀には日本でも絹生産が行われ
ていた。８～ 12'世紀の間に日本国内に養蚕、製糸、絹織物の生産が広まった。しかし国内産の
絹の品質はそれほど高いものではなく、高品質の生糸、絹織物は中国からの輸入に頼っていた。
絹は新しい支配階級である武士や商人などの富裕層にも普及し始め、16世紀には、中国から大
量の生糸、絹織物が日本にもたらされた。江戸時代初期には全輸入額の75％を占め、貿易収支
を圧迫した。このため、政府は1685年に中国からの生糸の輸入を制限し、これを契機に国内生
糸の生産が増大した。1713年に江戸幕府が国産の生糸の使用、養蚕奨励策を打ち出すと、養蚕
業は近畿地方から関東・東北地方へと本格的に拡大し、本州中央部に養蚕地帯が形成された13。
　さらに、幕府は1859年にこれまでの鎖国政策を廃し外国との貿易を開始した。開港直後の主
な輸出品は生糸であり、中でも横浜からの輸出は1860年に65％、1862年以降は80％以上を占
めていた14。当時、欧州の養蚕国であるフランスやイタリアでは蚕の病気である「微粒子病」が
蔓延し、養蚕業が壊滅的な状況であった。このような中で日本からの生糸輸出は大幅に増加した。
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　（２）近世までの群馬の絹産業
　日本国内に養蚕、製糸、絹織物の生産が広まった８～ 12'世紀には、群馬県内でも藤岡市、桐
生市周辺が絹の産地として知られるようになった15。
　1713年に江戸幕府が国産の生糸の使用、養蚕奨励策を打ち出すと、群馬県の養蚕は一段と盛
んになった。群馬県は土地の３分の２が山地で、火山灰地が多く稲作に適さない土地が多い。こ
のため、幕府の国産製糸奨励をきっかけに現金収入の手段として多くの農家に養蚕・製糸が広まっ
た16。
　養蚕が盛んになった要因として、①土地が蚕の餌となる桑の木の栽培に適していたこと、②江
戸（今の東京）という大消費地に近いという地の利に恵まれていたこと、③養蚕だけでなく、そ
れを加工して商品化する織物業が盛んであり、特に桐生・伊勢崎のような機業地を持っていたこ
と、④1859年（安政６年）の横浜開港以降、生糸は日本の対外輸出品の首位を占め、その中で
も上州の製品が量・質ともに優れていたこと、⑤は養蚕関係に幾多の人物を持ち得たことも挙げ
られる。さらに、養蚕は約１か月で現金化ができるという魅力があったことから、農家は積極的
に養蚕に取り組んだ。また、この現金化をさらに積極化したものが、交通路の発達による宿の現
金収入であった 。このようにして、群馬県の養蚕は18世紀以降発展を遂げるのである17。
　（３）近代日本を支えた絹産業
　1859年に外国との貿易を開始した日本の主力輸出品は生糸であった。横浜からの生糸輸出は、
1860年には輸出額の65％を1862年以降は80％以上を占めていた。この当時、欧州で蚕の伝染
病である微粒子病が蔓延し養蚕が壊滅的な被害をうけ、生糸が不足していたこともあり、日本の
生糸が注目されたのである18。
　しかし、急激な輸出の増加により、粗悪な生糸の乱造が横行するようになり、国際的な評価が
図２　日本における生糸生産量および生糸輸入量推移（1868年～ 2012年）
※高木　賢『日本の蚕糸150年の歴史と今後の展望レジメ』2015年３月18日より
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落ちつつあった。また、諸外国はこれを理由に外国資本による製糸工場の建設を要求し始めた。
しかし、政府は日本の経済的な独立を守るためにこれを拒絶した19。前述したように、近代化を
急ぐ日本にとって、生糸輸出は外貨を稼ぐ重要な手段であった。そのため、官営の富岡製糸場が
1872年に設立されることになったのである。
　国内養蚕・製糸関係者の努力と新政府による絹産業振興策により、日本の生糸生産は、半世紀
にわたって順調に増加し、ついに1909（明治42）年には世界一の生糸輸出国となった。さらに、
1930年代には日本の生糸は世界市場の80%を占めるまでに成長した20。
　（４）世界からみた日本の絹産業
　絹や養蚕・製糸技術は、中国から欧州へ伝わり、欧州で生まれた製糸技術（器械製糸）は、イ
ンド・中国・日本と伝わった。その技術を基に日本は世界最大の生糸輸出国となった。
　絹の生産は紀元前3,000年頃の中国で始まり、生産された生糸や絹織物は、シルクロードを通
じて欧州へ流通した。本格的な養蚕・製糸技術は、８世紀以降13世紀にかけて、中国から中央
アジア、北アフリカ、地中海を経由して欧州に伝わった。欧州の王侯、貴族、聖職者の間に絹の
図３　欧州からアジアへの技術移転
　群馬県企画部世界遺産課編（2015）『「富岡製糸場と絹産業遺産群」世界登録記録集』群馬県企画部世界遺産課
P82
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需要が高まり、17世紀にはイタリア・フランスを中心とする養蚕製糸地帯が成立した。欧州では、
16世紀以降、製糸作業の分業化が進み、18世紀には製糸工場の形態が生まれた。19世紀初頭に
はフランスで蒸気式製糸工場が生まれ、欧州各地に広がった。19世紀後半になると、欧州から
中国、インド、日本に器械製糸技術が伝えられ、各国に器械製糸工場が設立されたのである21。
　日本では、1713年に中国からの生糸輸入を制限してから、養蚕業が本格的に拡大し本州中央
部に養蚕地帯が形成された。1868年に成立した明治政府は、官営富岡製糸場で器械製糸工場を
導入し、絹産業の振興を図った。日本の生糸生産は順調に拡大し、1909年には世界一の輸出国
となった。日本の生糸輸出は1930年に世界市場の80％を占めるようになった22。
Ⅳ　富岡製糸場の歴史的意義
　富岡製糸場の歴史的意義は、建造物としての意義と日本の近代化や産業革命などのシンボルと
しての意義に分けることができる。
　（１）建造物としての歴史的意義
　ａ．建物として143年間、建造当時の姿を保つ
　我が国初の木骨レンガ造りの建造物である富岡製糸場は、1872年から2015年までの143年間
存続し続けている。世界的に見ても稀有なことである。存続した理由として、今井（2011）は、
建造物が堅牢で耐久性に優れていたことや建造物が大規模で常に現代性を担保していることを指
摘し、さらに、生糸が1940年ごろまでは輸出品目の上位を占めていたため115年間を通じて同
じ業種が経営を続けてきたことを挙げている23。
　さらに、片倉工業が業務を停止したあと保存活動を行ったことも重要である。
片倉工業が18年間保存活動維持
　富岡製糸場の経営は1872年の官営から1893年には民営へと移った。三井家から原合名会社を
図４　富岡製糸場の歴史的意義
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経て、1938年からは片倉工業が経営を受け継いだ。片倉工業は、1873年に片倉組として創業し、
1920年に製糸や蚕種、紡績等事業の発展に伴い株式会社へ改組した企業である。現在、衣料品
及び機能性繊維の製造・販売を行い、2015年12月の売上は444億円、税引き利益は268百万円
となっている24。片倉工業は1987年まで富岡製糸場の操業を続けたが、同年操業を中止した。
2005年までの18年間、「売らない、貸さない、壊さない」の３原則を掲げて、年間1億円の維持
費をかけて維持管理に努めた。当時片倉工業の社長だった柳沢晴夫（故人）は、「日本近代化の
象徴である製糸場は一企業だけのものではない。社会的な責任で維持管理しなければならない」
とその理由を述べている25。
　このように、片倉工業の柳沢社長の意思が受け継がれたことが、富岡製糸場の存在する大きな
理由の一つになっている。
　ｂ．堅牢な建物
　鈴木（2013）は、外国企業が国内に追出してくるのを拒むために、日本政府は堅牢な建造物を
造ったと述べ、日本の力を示すために日本人の手で工場を造ったと強調してる26。また、困窮し
た士族に対して政府や府県庁が行なった救済策である士族授産の一環であるとも指摘している。
関東では、士族授産として桑や茶を柚えて蚕を飼ったりお茶を作ったりする「桑茶政策」が行わ
れた。養蚕や製糸は国の富を増加させる国家的事業であると広く知らしめるために、富岡製糸場
は堅牢な建物である必要があったと述べている27。
　このように富岡製糸場は、国の威信を国内外に示すために、最先端の技術を用いて堅牢に建設
されたのである。また、製糸業は国家的事業であると国内に広く知らしめたのである。
　（２）シンボルとしての歴史的意義
　建造物としての歴史的意義に加え、富岡製糸場は、日本の近代化や産業革命などのシンボル（象
徴）としての歴史的意義がある。。
　ａ．日本近代化のシンボル
　日本の国力を海外に示すために、富岡製糸場の建設は、建築技術や設計は外国人に頼ったもの
の建設や資金調達は日本人の手によって行われた。1900年頃までの日本の近代化は、他国から
の干渉を受けずに、自国の資源を有効に活用することによって自立的に成し遂げられたのである。
　ｂ．日本の産業革命のシンボル
　明治政府は、殖産興業と富国強兵を二大スローガンとして掲げた。
　しかし、植民地化につながりかねない海外からの資金調達を避けることが政府の方針であった。
その中で外貨獲得の有力な手段が生糸輸出であった。後に隆盛となる綿糸業、綿織物業も綿織物
などが輸出産品として成長するが、これは国内消費分を含め、原料を輸入し、その代金は外貨で
支払うため外貨純増には寄与しない。ところが、生糸の原料はすべて国産であり100％外貨獲得
に寄与したのである28。石井（2015）は、明治日本の産業革命の中心は、製糸業や紡績業とい
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う軽工業であると指摘した29。1909年に日本は世界一の生糸輸出国になった。
　このように、明治の日本の産業革命を支えたのは、生糸の輸出による外貨の獲得であった。
　ｃ．模範工場としてのシンボル
　富岡製糸場で行われた「週６日労働」と「実働8時間労働」の労働環境は破格のものであった。
その理由として、全国から集まった子女に対して製糸技術を習得させ広く伝播する目的があった
からである。
　ｄ．技術交流のシンボル
　８世紀から19世紀までの絹や養蚕・製糸技術は、中国から欧州へ伝わり、欧州で生まれた製
糸技術（器械製糸）は、欧州からインド・中国・日本と伝わった。その技術を基に日本は世界最
大の生糸輸出国となった。このように、富岡製糸場は技術交流のシンボルでもある。
Ⅴ　まとめ
　官営富岡製糸場は、貴重な外貨を稼ぐ生糸の品質向上と大量生産を目指して1872年に建設さ
れた。建設された当時のままで現存しているその姿は、日本の近代化に大きな役割を果してきた
絹産業と重なる。富岡製糸場は、143年間建設当時の姿を保ち建造物として歴史的価値がある。
さらに、日本の近代化や産業革命、技術革新、模範工場、技術交流としてのシンボルでもあるこ
とにも歴史的意義があるのである。
（じょうにし　えいじ・高崎経済大学地域政策学部非常勤講師）
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